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まちの歴史，文化や環境 

 
日光連山 ・北は日光連山から続く山脈

やまなみ

，南は平坦な関東平野に続く，四

季折々の自然変化豊かで災害の少ない都市うつのみや 
・日光連山に連なる山紫水明の都

みやこ

うつのみや 
関東平野 ・北は日光連山から続く山脈

やまなみ

，南は平坦な関東平野に続く，四

季折々の自然変化豊かで災害の少ない都市うつのみや 
・二荒山，鬼怒川，関東平野（シンボルとして） 

二荒山 ・二荒の杜
もり

を中心に文化を育んできた宇都宮 
・二荒山，鬼怒川，関東平野（シンボルとして） 

鬼怒川 ・二荒山，鬼怒川，関東平野（シンボルとして） 

災害が少ない ・宇都宮市は，先人の築いた歴史と伝統に支えられ，緑豊かで

災害の少ない自然と人情味の厚いまちです。 
水・緑豊か ・宇都宮市は，先人の築いた歴史と伝統に支えられ，緑豊かで

災害の少ない自然と人情味の厚いまちです。 
・恵まれた緑と水，豊かな自然環境を守る。 
・恵まれた自然環境や立地条件と先人の築いた輝かしい歴史と

伝統のもとで発展してきたまち 
・豊かな水と緑に恵まれた自然環境 
・豊かな水と緑，のどかな風土，大地の恵みに支えられている

私たち 
・みどり豊かな人情味あふれる６０万都市の創造 

恵まれた立地条件 ・恵まれた自然環境や立地条件と先人の築いた輝かしい歴史と

伝統のもとで発展してきたまち 

のどかな風土 ・豊かな水と緑，のどかな風土，大地の恵みに支えられている

私たち 

大地の恵み ・豊かな水と緑，のどかな風土，大地の恵みに支えられている

私たち 

城下町 ・古くは門前町，城下町として栄えた歴史と文化 

郷土を愛した ・先人達の郷土を愛してきた長い歴史を引き継ぐ。 
・郷土を愛する心を育む。 

質素な気風 ・「もったいない」という言葉に代表される質素な気風のうつ

のみや 
先人の築いた輝か

しい歴史と伝統 
・宇都宮市は，先人の築いた歴史と伝統に支えられ，緑豊かで

災害の少ない自然と人情味の厚いまちです。 
・恵まれた自然環境や立地条件と先人の築いた輝かしい歴史と

伝統のもとで発展してきたまち 
誇れる伝統文化 ・誇れる伝統文化の存在 

人情味の厚い ・宇都宮市は，先人の築いた歴史と伝統に支えられ，緑豊かで

災害の少ない自然と人情味の厚いまちです。 
・みどり豊かな人情味あふれる６０万都市の創造 

過去・現在における自治への取り組み 

 
地方分権社会 ・今，新たな地方分権社会を迎えるに当たり，自立・自治の精

神を発揮し，活気に満ちた宇都宮らしさにあふれた地域社会

をつくっていくことが求められています。 
自立・自治の精神 ・今，新たな地方分権社会を迎えるに当たり，自立・自治の精

神を発揮し，活気に満ちた宇都宮らしさにあふれた地域社会

をつくっていくことが求められています。 
心の安らぎ・潤い ・心の安らぎと潤いのある恵まれた環境の中で市民生活が送れ

ることを誇りとし，さらに発展させるとともに，この環境を

守っていきます。 
恒久的平和 ・私達は，恒久的平和と持続可能な社会を希求し，地域の課題

解決に市と市民が「協働」で自治のまち宇都宮を実現してい

きます。 
住民ニーズの尊重 ・住民ニーズを尊重した自治活動の展開 

交流・復興 ・交流と復興の過去から調和と協力の未来へ 

調和・協力 ・交流と復興の過去から調和と協力の未来へ 

次代の子どもたち

に誇りをもって引

き継ぐ責任 

・次代の子どもたちに誇りをもって引き継いでいく責任があ

る。 

市民・企業・行政

のもてる力の発揮

・市民と企業，行政がもてる力を十分に発揮したまちづくり 

市民憲章の尊重 ・市民憲章の尊重 
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新たな自治のかたちや 

まちのあるべき姿 

 
６０万都市・１０

０万都市の構築 
・みどり豊かな人情味あふれる６０万都市の創造 

・都市規模は，１００万都市を指向する。 

政令指定都市 ・北関東の雄都として，政令指定都市を指向する。 
 

北関東の雄都，要

衝 
・北関東の雄都として，政令指定都市を指向する。 
・北関東の要衝としての役割を担うまち宇都宮 

道州制 ・近未来の道州制を考慮し，周辺市町との合併を模索する。 

美しく活力あるま

ち 
・街並みの美しい，活力に満ちた町づくり 
・活力ある都市 

安心と幸せ ・市民みんなが安心して幸せに暮らせるまち 

選ばれるまち ・みんなに選ばれるまち 

規範意識の高揚 ・規範意識の高揚 

権利と義務と奉仕 ・権利と義務と奉仕の精神を重んじた自治活動の展開 

都市部と農村部の

交流 
・都市部と農村部の交流を図り，地産地消活動を活発にする。 

環境優先主義 ・環境優先主義（循環型社会システムの構築，緑化推進，ロハ

スな生活の促進） 
循環型社会構築 ・環境優先主義（循環型社会システムの構築，緑化推進，ロハ

スな生活の促進） 
バランスの取れた

産業振興発展 
・農業，商業，工業等の調和のとれた県都宇都宮市の発展をめ

ざす。 
・農業，商業，工業のバランスのとれた産業 

一人ひとりの自己

実現 
・一人ひとりの自己実現と成熟が「うつくしの宮」を形成する。 

うつくしの宮 ・一人ひとりの自己実現と成熟が「うつくしの宮」を形成する。 

共生社会の実現 ・共生社会（ノーマライゼーション）の具現化（高齢者，障が

い者，児童などが自己実現できるインフラの整備と社会的理

解の促進） 
やさしさ ・ひとりはまちのために，まちはひとりのためにやさしさをそ

そぐ。 
新しい文化の創造 ・つなぐ（人と人，心と心，技と技），つむぐ（新しい文化の

創造），つたえるために（守り・伝承） 
未来 ・市民自ら未来を切り拓き，まちを，生き方をデザインする。 

・誰もが，ひとりの人間として未来永劫のゆるぎない幸せを求

めていく。 
 

その実現に向けての市民の主体性と 

市政への参加，市民と市の協働の 

重要性 

 
市民自治 ・市民自治の理念を実現していく。 

・市民主体 

・権限の移譲に伴う責任所在の明確化，自治意識の高揚 

市民参加 ・市民自らがまちづくりに参加 
・全員参加型社会の実現（選挙の投票率の向上，市民の意思表

示機会の確保と尊重） 
・市民参加のプロセス 

協働 ・地方自治体の自立のための市民協働の推進 
・市民協働型公共整備 

地域主権 ・地域主権 

自己責任 ・自己責任の保持 

多様な価値観を認

め合う 
・多様な価値観と違いを認め互いに融合し，前進する。 

自治基本条例を制定することの 

意義や決意 

 
基本理念を明らか

に 
・そのために，自治の基本理念を明らかにし，ここに，宇都宮

市まちづくり基本条例を制定します。 

市民の義務と権利

を明らかに 
・宇都宮市民の義務と権利を明確に宣言する。 

 

注（参考） 
・裏づけをとる 
・憲章との関連 
・格調を持たせる。 
・ 関連性を考える。 
・ 立地条件，経済，文化，歴史，理想像，協働社会，地方分権，意識，言葉遣い，

地域社会 
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